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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、GHMP（ガラクト-、ホモセリン-、メバロン酸-、ホスホメバロン酸）キナーゼファミリーに属し、L-フコースのリン酸化を触媒してβ-L-フコース1-リン酸を生成します。この酵素は、糖タンパク質および糖脂質の合成における遊離L-フコースの利用の第一段階を触媒します。L-フコースは、血液型抗原認識、炎症、転移など、多くの細胞間相互作用の媒介に重要であると考えられます。この遺伝子には複数の転写バリアントが存在する可能性がありますが、現在までに完全長の変異体について報告されているのは1つだけです。（RefSeq提供）
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、HepG2（2）、Jurkat（3）、A431（4）、HEK293（5）、MCF-7（6）、PC-12（7）、Cos7（8）、およびNIH/3T3（9）細胞溶解物に対するFUKマウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	FUK マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

